
（別紙３）

～ 2025年　12月　13日

（対象者数） 25 （回答者数） 18

～ 2025年　12月　25日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・毎回の利用時の支援を細かく、また工夫をちりばめて組み

立てを考えていき、丁寧な支援を心掛けています。

・一人ひとりのニーズに合わせた課題設定や環境設定（構造

化)を行っていきます。

2

・事業所でできるようになったことが、ご家庭や園・学校で

もできるようにスモールステップで取り組み、未来を見据え

た支援を行っていきます。

3

・お子さまが楽しく過ごせることをメインにしている事業所

が多い中、その場だけの楽しさではなく、様子のアセスメン

トに力を入れています。またお子さまの背景を想像しながら

「生きやすく」「安心できる」、その先の役立つスキルを身

につけれるように、保護者の方と考えながら支援の枠組みを

考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者支援、きょうだい支援もご要望いただいており、そ

の必要性も感じております。保護者の方のニーズをしっかり

お聞きしながら、来年度実施に向けて調整していきます。

2

・各種マニュアルはファイルに挟んで保護者の方がいつでも

見ていただけるよう玄関に置いていますが、もう少しわかり

やすく提示したいと考えています。

・避難訓練等も実施した際はインスタグラムにて掲載してお

りますが、来所降所時にも保護者の方に見ていただけるよう

掲示したいと考えています。

○事業所名 　児童発達支援・放課後等デイサービスａｎｄ

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　12月　19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

きょうだい向けのイベントの開催、ペアレント・トレーニング

等の家族支援プログラム等、ご家族の方が参加できる研修会や

情報提供の機会等が行われていない。

・日々の支援の質・量を重視し、準備を優先しているため、な

かなか実施に至っていません。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定し、また発生を想定した訓

練も実施しているが、保護者の方に周知・説明が不十分であ

る。

・毎日長時間通っていただく事業所ではありませんが、定期的

に避難訓練等を実施しております。その様子は随時、インスタ

グラムにて掲載させていただいております。

一人ひとりに合わせたプログラムを作成し、それに沿った個別

療育を行っている。

・支援計画を立てるためのプロセスとして、お子さまの状況や

ニーズを丁寧に把握し、課題だけではなく「強み」や「できる

こと」の把握も行っています。

・個別療育のため、集団療育では難しい一人ひとりを集中して

見ることができ、一人ひとりに合わせた対応を行っています。

・もともと持っている力・良さを引き出したり見つけたりし、

お子さまの全体的な力として定着していけるよう、また力を発

揮しやすくなるような支援内容をチームで考えています。

その場限りの支援ではなく、家や園での成果・般化を考えなが

ら支援を組み立てている。

・発達特性シートを活用しており、お子さまの特性を言語化

し、目に見える形で保護者の方にお伝えしています。

・もともと持っている力や「良さ」を引き出し、その力が定

着・発揮しやすくなるようにチームで支援を考えています。

保護者の方との協働を大切にしている。

・少し先や将来について、保護者の方と一緒に考え・一緒に伴

走しながら先を見据えた支援を行っています。

・保護者の方と一緒にお子さんを育てていく、保護者の方の

持っている情報・力を借りながら一緒に育てていく、という思

いを大切にしています。

・保護者の方と一緒にお子さまの理解を深めることを大切に

し、必要に応じて相談の機会も設け、一緒に考えています。

・支援後には保護者の方と情報共有ができる時間（フィード

バック）を毎回設けてています。

・ツールを使いながら整理し、保護者の方と共有しています。

事業所における自己評価総括表公表


